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 2010 年 10 月 20 日付の中国新聞の報道は、広島大学次期学長選考にあたって、現職を除くす

べての候補者が辞退し、候補者は現職の浅原学長ただ一人となったと伝えています。これは初代

森戸学長の選出以来の驚くべき事態であり、学問の自由の担い手たる大学としての見識が問われ

る重大事です。 

 学問の自由は、第一義的には大学という制度に委ねられており、大学は、外部からの干渉を拒

絶し、その自治を通じて学問の自由を確保する責務を負っています。そして大学の自治は、構成

員の自由な協議を通じて諸決定を行うということのほか、その構成員が自由な意志を示すことを

通じて学長を選出するということに、非常に多くを負っています。したがって、学長選出過程に

ただ一人の候補者しか残らない大学は、学問の自由の担い手たる地位をすでに放棄していると見

なされても仕方がないと言えましょう。 

 今回の学長選考において、現職以外のすべての候補者が辞退した原因を推察するに、その最大

の理由は、辞退した候補者にではなく、「構成員が自由な意志を示すことを通じてただ一人の学長

を選出する」という課題を完全に放棄するように改定された、今回の選考過程そのものに求める

べきです。すなわち、今回の改定では、2007年に教育研究上の責任が教授や准教授に匹敵するも

のに変更された助教を、その職務の重要性にもかかわらず有権者から外し、さらには意向投票を、学

長選考会議が選定した 5～７人の候補者に対する１回のみに削減しました。このことにより、大学の

重要な構成員が学長選考過程から排除され、また意向投票についても、多数の候補者の中での単

なる相対的な支持を示すものに過ぎなくなりました。 

日本国の首相指名選挙においても、上位２名による決選投票を通じて議会の意志を明確にして

いるように、学長のように重要な職の選出においては、決選投票を通じて大学の意志を明確にす

る必要があります。そうでない、５～７人の候補者に対する相対的な支持のみを示すような意向投票

では、第一位の者が得る正統性は、投票の過半数を獲得しない限り学長選考会議による選考に大きな

影響を与えず、意向投票の意義は大きく低下してしまいます。こうした状況が事態を現職再選に傾か

せるであろうことは容易に想像でき、このことが、すべての候補者の辞退という恥ずべき状況を生み出し

たものと考えます。 

今後学長選考会議がなすべきは、残された現職学長のほかに２名の候補者を追加推薦して事態

を糊塗することではなく、学長選考過程そのものを見直し、学問の自由の担い手たる大学の長にふさ

わしい、構成員からの正統性の調達の上に立った学長選出方法を確立し、その上で選出をやり直すこ

とであると考えます。 

時間は十分にあるわけではありません。直ちに行動し、広島大学を学問の自由の担い手にふさ

わしい存在に立ち戻させることを要求します。 


